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研究の全体概要 

本研究は、現場海域における微細マイクロプラスチック（MP）の分布や除去過程に関する理解に必要

な高精度海洋シミュレーションモデルの構築に向けて、戦後から現在に至る MP のサイズ、素材、形状、

劣化度、表面微細構造、付着微生物相の長期変化を世界で初めて明らかにする。さらに実海域における

微細 MP の分布実態と表層からの除去過程を現場観測から明らかにし、これらの結果と輸送シミュレー

ションモデルを組み合わせることで微細画分を含めた MP の海水面、海中及び海底存在量の現状把握お

よび将来予測を行うことを目的とする。 

 

本研究は以下に示す三つのサブテーマから構成される。 

１．長期時系列試料解析に基づく MP 微細化過程および現場微細 MP 濃度変遷の復元 

国立研究開発法人水産研究・教育機構（旧水産研究所）が、終戦直後（1949 年）から現在に至るま

で実施してきた 70 年分の表層曳試料長期時系列試料を解析し、現場 MP 分布、組成、劣化度の変遷を

明らかにする。また MP 表面構造観察、付着微生物相の DNA 解析を実施し、微細 MP 生成過程のモデル

を提示する。さらにゼラチナス動物プランクトンであるサルパ類の消化管を分析し現場微細 MP 濃度

変遷を明らかにする。 

 

２．現場観測および実験に基づく微細 MP の表層からの除去過程の解明 

外洋域の海表面、水柱内および海底堆積物中の微細 MP の個数密度、サイズ・ポリマー組成を調査

し、MP が沈降によって海洋表層から除去される過程を推定する。また、海洋に流出したプラスチック

ゴミから微細 MP が生成される過程、生成した微細 MP が生物付着によって沈降する過程を室内実験に

より明らかにし、現場観測結果と併せ統合的な解析を行う。 

 

３．微細画分を含む MP 分布海洋シミュレーションモデルの構築 

海洋プラスチックの水平移流・分解モデルを用いた過去再現実験を実施し、サブテーマ１から導出

される 70 年分の粒径および材質の分布変化を再現するために必要な分解速度を求め、サブテーマ２

から導出される水中鉛直分布，堆積物中分布を再現するために必要な鉛直方向の沈降速度を求める。

求めた分解速度、鉛直方向沈降速度を用いて、将来シミュレーションを実施し、微細画分を含めた MP

の海水面、海中及び海底存在量の将来予測を行う。分解速度や沈降速度の海域依存性は、動物プラン

クトン胃内容物から得られる微細 MP の分布（サブテーマ１）と環境条件（海洋表層混合層深度な

ど）との比較からパラメータ化する。 
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